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１ 「エコビレッジ構想推進モデル事業」とは 

市では、自然と共生しながら地域の資源を活用することで自立度を高め、安心して暮ら

せる持続可能な自立循環型社会を目指すエコビレッジ構想を推進しています。その中で、

地域自らが地域資源を活かした取り組みを実践していくことが重要としており、その先進

事例の育成を目的として「エコビレッジ構想推進モデル事業」を実施し、その事業化段階

で必要となる初期投資に係る費用への支援を行います。 

２ 応募資格 

（１）市内の自治振興会、町内会、自治会及び集落 

（２）市内に事務所及び活動場所を有する民間事業者、ＮＰＯ、市民活動団体等であっ

て、（１）の団体と連携又は連携予定の団体（ただし、次の①～③を満たすこと。） 

①５人以上の会員で組織していること。 

②組織の運営に関する規約又はそれに類するものがあること。 

③予算及び決算を適正に行っていること。 

  ※上記の要件を満たしていれば、新規に立ち上げられた団体も対象となります。 

３ 募集期間 

 平成２７年４月１日（水）～５月３１日（日）まで 

４ 支援内容 

単年度の支援のみとします。補助対象事業費への補助率は８０％以内とし、補助金額の上

限を３００万円とします。

５ 事業分野 

次のアからキのテーマに沿った事業内容であること。 

ア 再生可能エネルギーの利活用による地域内エネルギー自給事業 

イ 農林水産業の再生及び商工業との連携事業 

ウ 健康医療・介護福祉の充実及び連携事業 

エ 未来を創る教育・次世代の育成事業 

オ 森又は里山の活用及び懐かしい暮らし方の再評価による集落の活性化事業 

カ 地球温暖化抑制等の地球にやさしいまちづくり事業 

キ 前各号に掲げるもののほか、市長が認める事業 

６ 採択条件 

 次のアからオまでのいずれにも該当する事業であることが採択条件になります。 

ア 環境に配慮した持続可能な事業であること。 

イ 地域資源を有効活用し、地域の自立度を高める事業であること。 



ウ 熱意及び創意工夫があり、申請団体自らが実践する事業であること。 

エ 地域の連携が深まり、地域力の向上が期待できる事業であること 

オ 労務及び財務等において、持続可能な事業展開を見込んでいること。 

７ 対象となる経費

補助対象経費 内容 

報償費 講師の指導謝金等 

会議費 会議に伴うお茶代等（酒食は、除く。） 

消耗品費 事業に使用する消耗品費 

原材料費 材料の購入費 

印刷製本費 チラシ、ポスター等の印刷製本費 

通信運搬費 郵便代等 

工事請負費 工事請負に係る経費 

備品購入費 備品購入に係る経費 

使用料及び賃借料 会場、資機材等の借上料等の経費 

保険料 行事等に係る保険料 

旅費 講師等の交通費、宿泊費等 

その他 市長が特に必要と認める経費 

８ 応募書類の提出 

平成２７年４月１日（水）から５月３１日（日）の期間内に、次の書類を添えてエコビ

レッジ推進課に直接提出してください。（午前８時３０分から午後５時１５分まで。） 

（１）エコビレッジ構想推進モデル事業採択申請書（様式第１号） 

（２）団体概要書 

（３）実施計画書 

（４）補助事業収支予算書 

（５）事業収益見込書 

（６）規則、定款、規約、会則その他これに準ずるものの写し（新規設立団体は不要） 

（７）会員、構成員等の名簿の写し 

（８）前年度の活動報告書及び収支決算書の写し（新規設立団体は不要） 

（９）事業のイメージ図又はフロー図 

 ※その他内容を分かり易く説明する資料や見積書等があれば添付してください。 

※一部の様式はホームページからダウンロードできます。 

９ 審査方法 

公開で行う選考委員会において、申請内容のプレゼンテーションをしていただきます。

申請書類及びプレゼンテーションの内容をもとに、総合的に審査します。 

（実施日は、申請団体に追ってご連絡いたします。）



１０ 選考結果通知 

選考結果は応募いただいた団体全てに文書で通知します。

１１ 事業の実施 

事業実施に当たっての留意事項 

   ・事業採択決定後、補助金の交付申請を行っていただきます。  

  ・新規設立団体においては、補助金交付申請書提出時に、規約、定款、規則、会則そ

の他これに準ずるものの写しを提出ください。 

   ・適正な予算執行に努めてください。（領収書等の保存） 

   ・活動の記録を残してください。（写真、会議資料等の保存） 

  ・事業実施状況について、ヒアリングをさせていただくことがあります。 

  ・補助金の交付決定の内容に違反したとき、事業の実施方法が不適当であるとき及び

偽りその他不正な手段により補助金を受けたと認められるときには、交付決定を取り

消すことがあります。なお、事業が完了後においても交付決定を取り消し、補助金の

返還を求めることがあります。 

  ・今年度整備した後の次年度以降３年間、収支決算書を提出していただきます。 

・次年度以降3年以上継続しない場合は、補助金の返還を求めることがあります。 

  ・事業実施に係る経理書類は、事業の完了年度以降、５年間保存して下さい。 

１２ 実績報告書の提出 

事業終了後、実績報告書の提出をしていただきます。（年度の途中で事業が終了する場合

は、事業終了日を含めて３０日以内、年度末まで事業を行う場合においても、３月３１日に

提出してください。） 

 実績報告書の内容を審査のうえ、補助金の額を確定し、事業実施団体に通知します。 

１３ 補助金の交付 

 補助金は、補助金交付申請後、補助金額の７割を上限に概算払いを請求することができま

す。補助金の残額については、補助金額の確定後、請求により支払います。 



１４ 応募から事業完了までの流れ 

 ５月３１日（日）まで 

 ６月中旬 

 ６月中旬 

 ６月中旬 

６月中旬～３月 

事業完了後 

 次年度以降３年間 

１７ 問い合わせ先 

南砺市役所 市長政策室 エコビレッジ推進課 

〒9３９-１５９６ 南砺市苗島４８８０（福野庁舎） 

電話 0763-23-20５０  FAX 0763-２2-１１６９ 

①応募書類の提出 

②書類審査 必要に応じヒアリングの実施 

③プレゼンテーション・審査会 

④審査結果の通知 

⑤補助金交付申請 補助金概算払い 

（補助金交付請求書） 

７割以内の概算払い可 

⑥事業実施 

⑦事業実績報告書の提出 

補助金の確定 

補助金の精算払い 

（補助金交付請求書） 

⑧事業実績報告書の提出 



南砺市エコビレッジ構想推進モデル事業　平成２６年度採択事業一覧

団体名
桜ヶ池バイオマス農業

推進協議会
桜ヶ池農産加工組合

エキップ
子育て支援寺子クラブ いのちのふるさと

事業名
桜ヶ池バイオマス農業
バーク発酵熱・CO2活用ハ
ウス栽培事業

桜ヶ池農産加工組合エ
キップ拠点施設整備事業

のらあそび事業 地域文化循環事業

事業概要

未利用のバーク（樹皮）を
発酵させ、発酵の際に発
生する高濃度CO2と熱を
利用した、高促成通年ハ
ウス栽培を行う。

空き店舗を利用し、南砺で
育った小麦や野菜を使っ
たパンや焼き菓子等の製
造・販売を行う。

空き地を利用し、子どもが
のびのびと遊び、豊かな心
とたくましい身体を育む野
遊びの拠点づくりを行う。

空き家となっているアズマ
ダチ古民家を利用し、一万
冊の古本カフェや民泊、地
域文化を伝える講習会を
行う。

主な整備内
容

（千円）

パイプハウス整備1,609、
バーク発酵室整備1444、
バーク粉砕機購入1269

店舗改修2,694、オーブン
1,296、事務備品124

スロープ工事・剪定1,450、
諸材料150

テーブル300、本棚1,083、
薪ストーブ1,134、流し台
1,500、チェア400、指導料
300、草刈機50、耕耘機
310

事業費 4,322千円 4,114千円 1,700千円 5,077千円

補助金額 2,800千円 3,000千円 1,360千円 1,840千円



桜ヶ池バイオマス農業「バーク発酵熱とＣＯ２農業」

山から出る木材のバーク（樹皮）
バーク発酵熱でハウス栽培木材・産

廃処理

発酵熱・
ＣＯ２

ハウス栽
培

花卉、樹苗、
菊栽培

健康医療

促成栽培で収穫量増加

高濃度ＣＯ２吸引で気
管支炎など健康医療
への影響を調査研究 暖房用化石燃料の削減、

環境負荷の軽減

農業基盤の強化
花卉、樹苗、菊農
家などへの普及

「元気農業」「自然エネルギー」
「健康づくり」でエコビレッジを
実現します。

（桜ヶ池バイオマス農業推進協議会）



（桜ヶ池農産加工組合エキップ）



のらあそび事業

安全な
環境

自然との
触れあい

未来を創る
子供達

少子化

•有機農家や職人さんと藁の秘密基地作り
•閑乗寺公園までの森の小道の整備
•間伐材を集め薪作り、ピザやパン、焼き芋作り
•地域の方とお花見茶会、野草教室を開きます
•庭の管理、手入れ、冬支度、雪遊び

お寺の庭を整備し、自然とともに活動します

子育て支援 寺子クラブ

地域

寺子クラブ

家庭

核家族化



空家活用アズマダチ古民家再生
古本café

書肆宝林
（イベントスペース・民泊施設）

屋敷庭園活用
自家菜園

（有機野菜栽培）

屋敷林
（家を守る防風林）

（夏は日よけ・エアコン不要）

地域内外市民
地域外
南砺ファン

会員化

みのふぁーむ

土徳文化研究会
（郷土料理食事会）

料理講習会
プロシェフ
主婦シェフ

講演会・報恩講

90歳ヒアリング
地域の歴史と暮らしの知恵

次世代育成
教材づくり

湧々農場

法林寺
自治振興会

法林寺近郷 散居村風景

薪燃料 建材自給

民泊・WS参画
Café利用

営農・営繕体験

美化集落
増幅

環境美化保全法林寺近郷 里山

環境提供

利用料

環境提供

利用料 環境提供
利用料

環境提供
利用料

食材提供

技術
指導

食材提供

伝統料理継承
コミュニケーション

新たな
郷土料理

賑わい
他地域との
人と文化の
交流

生ゴミ堆肥

野菜・食材

凡例

当該提案で
実施する事業

環境を提供する
誘導事業

ノウハウ提供
連携先

営繕管理
ワークショップ

開催

（いのちのふるさと）


